
話
を
し
て
も
息
子
も
妻
も
関
心
を
持
た
ぬ
の
で
、
家
で
は
あ
ま

り
話
を
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
戦
友
会
で
も
「
誰
誰
が
亡

く
な
っ
た
」
と
の
情
報
も
来
ま
す
が
、
こ
の
頃
は
年
賀
状
も
年

と
共
に
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
当
時
の
状
況
や

労
苦
は
、
後
世
ま
で
伝
え
ら
れ
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。ル

ソ
ン
、
仏
印
無
線
通
信
隊
　 

福
岡
県
　
橋
川
篤
美
　 

私
は
福
岡
県
行
橋
市
入
覚
七
三
一
で
生
ま
れ
育
ち
、
祖
父
、

父
母
、
長
男
の
私
、
弟
四
人
、
妹
三
人
の
大
家
族
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
当
時
は
三
世
帯
家
族
、
子
供
の
多
い
の
は
普
通
の
構

成
で
あ
っ
た
。
大
正
十
年
三
月
八
日
生
ま
れ
な
の
で
昭
和
十
六

年
徴
集
者
と
し
て
兵
隊
検
査
を
受
け
た
が
第
二
乙
種
、
そ
れ
が

第
一
乙
種
に
編
入
さ
れ
た
。

昭
和
十
七
年
六
月
十
二
日
、
教
育
召
集
令
状
が
届
け
ら
れ
西

部
第
五
三
部
隊
へ
入
隊
し
た
ら
、
無
線
通
信
隊
だ
っ
た
。
従
っ

て
一
般
歩
兵
教
育
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
銃
剣
術
は
防
具
を
付
け

て
「
前
へ
、
後
へ
」
と
の
ほ
ん
の
初
歩
だ
け
。
射
撃
は
実
弾
五

発
射
っ
た
だ
け
。
使
役
も
な
く
、
ひ
た
す
ら
に
無
線
の
技
術
だ

け
で
、
通
信
を
受
け
る
、
打
つ
だ
け
。
そ
れ
を
打
つ
の
は
一
分

間
に
八
〇
字
、
受
け
る
の
は
一
〇
〇
字
を
出
せ
る
よ
う
に
猛
訓

練
さ
れ
た
。
肉
体
的
な
教
練
は
な
い
の
だ
が
、
暑
い
最
中
、
講

堂
に
約
一
二
〇
人
が
い
て
教
育
を
受
け
ま
し
た
。
暑
い
の
で
眠

く
は
な
る
し
、
汗
は
ダ
ラ
ダ
ラ
顔
か
ら
垂
れ
る
か
ら
、
通
信
紙

へ
書
い
た
数
字
が
ベ
ロ
ベ
ロ
に
な
り
、
教
官
か
ら
椅
子
で
頭
を

叩
か
れ
る
。

内
務
班
に
帰
れ
ば
古
兵
か
ら
「
お
前
達
は
昼
間
楽
を
し
て
い

る
か
ら
」
と
叩
か
れ
る
。
自
分
で
は
納
得
出
来
な
い
、
連
帯
責

任
だ
と
叩
か
れ
る
。
し
か
し
、
可
愛
想
に
思
っ
て
く
れ
る
古
兵

も
い
て
、
内
緒
で
菓
子
を
食
わ
せ
て
く
れ
た
時
は
、
本
当
に
嬉

し
く
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
き
つ
く
さ
れ
た
兵
隊
、
優
し

く
し
て
く
れ
た
兵
隊
、
と
も
に
忘
れ
ら
れ
な
い
。

内
務
班
に
は
有
線
兵
も
い
て
、
馬
も
三
頭
い
た
か
ら
厩
当
番

も
し
た
。
家
に
は
耕
作
用
の
牛
を
飼
っ
て
い
た
が
、
馬
を
扱
っ

た
こ
と
も
な
く
、
噛
む
、
蹴
る
、
癖
の
悪
い
の
も
い
る
か
ら
こ



わ
か
っ
た
。
馬
を
知
ら
ぬ
者
は
私
を
含
め
て
随
分
い
た
。
初
年

兵
一
二
〇
人
全
員
無
線
だ
っ
た
。
入
隊
し
た
西
部
第
五
三
部
隊

は
久
留
米
連
隊
の
中
に
あ
り
、
我
々
の
通
信
隊
は
橋
本
隊
と
い

い
、
六
個
班
あ
り
一
個
班
は
五
〇
人
ぐ
ら
い
だ
っ
た
が
、
そ
の

中
に
は
古
参
兵
が
い
た
の
で
、
先
程
申
し
た
と
お
り
、
自
分
の

責
任
で
叱
ら
れ
、
叩
か
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
他
の
者
と

の
連
帯
責
任
で
、
食
事
当
番
に
間
違
っ
た
ら
古
兵
ば
か
り
で
な

く
班
長
に
も
や
ら
れ
る
。

こ
れ
は
先
任
兵
長
が
軍
曹
に
呼
ば
れ
、
食
事
当
番
全
員
が
内

務
班
に
集
め
ら
れ
、
全
員
モ
ッ
プ
で
叩
か
れ
た
。
私
は
兵
長
の

隣
に
い
た
の
で
、
軽
く
叩
か
れ
、「
お
前
は
ど
こ
そ
こ
へ
行
け
」

と
用
事
を
作
っ
て
逃
が
し
て
く
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
寝
て
か

ら
「
兵
長
殿
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
小
声
で
言
う
と

「
い
い
よ
」
と
一
言
言
っ
て
く
れ
た
の
で
心
の
中
で
感
謝
し
て

い
た
。
し
か
し
、
寝
床
の
中
に
入
っ
て
泣
い
た
こ
と
が
何
回
も

あ
っ
た
。

私
は
満
期
に
な
る
ま
で
、
可
愛
が
っ
て
も
ら
っ
た
。
歩
兵
だ

と
一
期
三
ヵ
月
で
あ
る
の
に
、
無
線
兵
は
一
人
前
に
な
る
の
に

六
ヵ
月
か
か
っ
た
が
、
召
集
解
除
に
な
り
家
に
帰
っ
た
ら
祖
父

は
喜
ん
で
く
れ
た
。

私
は
召
集
に
な
る
前
は
、
駅
の
前
に
あ
っ
た
補
給
廠
に
勤
め

て
い
た
の
で
、
兵
器
、
被
服
等
の
守
衛
が
任
務
で
あ
っ
た
。
一

昼
夜
勤
務
で
あ
る
か
ら
仮
眠
は
あ
る
。
一
晩
八
人
で
巡
察
を
し

た
り
、
展
望
台
で
監
視
も
す
る
。
我
々
以
外
は
全
部
軍
人
で
、

事
務
所
に
は
尉
官
、
一
般
は
下
士
官
で
、
敬
礼
も
す
る
し
、
勤

務
状
態
は
軍
隊
と
あ
ま
り
変
わ
り
な
く
、
軍
隊
生
活
は
補
給
廠

勤
務
の
延
長
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。
召
集
解
除
に
な
っ
た
の

で
ま
た
、
元
の
補
給
廠
勤
務
に
戻
っ
た
。

昭
和
十
八
年
六
月
、
再
度
の
召
集
と
な
り
、
西
部
第
五
三
部

隊
の
橋
本
隊
へ
ま
た
入
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
通
信
隊
勤
務

と
な
っ
た
の
だ
が
、
昭
和
十
八
年
十
二
月
、
船
舶
通
信
、
暁
第

二
九
五
五
部
隊
に
転
属
と
な
り
広
島
へ
移
っ
た
。
召
集
の
六
月

一
日
付
で
上
等
兵
に
進
級
し
た
。

教
え
ら
れ
た
私
が
、
今
度
は
初
年
兵
の
教
育
を
し
た
り
、
乙

種
幹
部
候
補
生
の
教
育
助
手
と
し
て
、
通
信
だ
け
で
な
く
、
一

般
歩
兵
の
教
育
も
し
た
。
そ
の
頃
、
幹
部
候
補
生
が
出
る
の
で
、

「
被
服
を
洗
濯
し
ろ
」
と
言
っ
た
の
に
、
襦
袢
一
枚
を
洗
濯
し

て
い
な
い
者
が
い
た
の
で
、
げ
ん
こ
つ
で
叩
い
た
ら
そ
の
候
補



生
の
歯
が
折
れ
て
し
ま
っ
た
。
私
が
衛
生
勤
務
し
て
い
る
時
、

そ
の
生
徒
が
営
外
へ
歯
の
治
療
に
出
て
行
っ
た
。

そ
れ
を
見
て
、

私
は
教
育
係
軍
曹
に
謝
っ
た
が
、
軍
曹
は
「
そ
れ
は
仕
方
な
い
」

と
許
し
て
く
れ
た
（
制
裁
で
怪
我
を
さ
せ
た
わ
け
だ
が
）

。
そ

れ
以
来
、
私
は
ビ
ン
タ
を
と
っ
た
こ
と
が
な
い
。

私
が
戦
地
へ
行
く
二
日
前
、
人
事
係
准
尉
が
私
を
呼
ん
で
、

私
を
当
番
と
間
違
え
使
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、「
橋
川
苦

労
か
け
た
な
、
外
出
し
た
い
の
な
ら
、
公
用
外
出
を
し
て
よ
い

ぞ
」
と
言
わ
れ
、
お
寺
に
い
る
叔
母
の
所
へ
別
れ
に
行
か
せ
て

も
ら
え
た
。

私
は
勤
務
で
も
訓
練
で
も
元
気
が
良
か
っ
た
の
で
、

可
愛
が
っ
て
目
を
か
け
て
い
て
く
れ
た
の
だ
。

昭
和
十
九
年
六
月
三
日
、「
徳
島
丸
」
で
宇
品
港
を
出
帆
し

門
司
港
に
寄
港
、
バ
シ
ー
海
峡
附
近
が
危
険
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
、
台
湾
の
高
雄
で
一
泊
し
ル
ソ
ン
島
へ
向
か
っ
た
。
我
々

は
船
舶
兵
と
し
て
編
成
さ
れ
た
部
隊
で
あ
り
、
三
十
八
隻
の
船

団
で
あ
っ
た
。
二
、
三
日
後
、
歩
哨
で
、
船
の
マ
ス
ト
の
上
で

魚
雷
警
戒
の
た
め
一
時
間
交
代
で
監
視
す
る
の
だ
。
そ
の
時
の
、

バ
シ
ー
海
峡
の
波
浪
は
小
山
程
大
き
く
、
南
十
字
星
と
北
極
星

が
交
互
に
見
え
る
。
そ
の
よ
う
な
大
き
な
波
だ
か
ら
生
き
た
心

持
ち
も
し
な
か
っ
た
が
、
歩
哨
を
無
事
交
代
し
、
二
、
三
時
間

過
ぎ
た
頃
、
前
方
の
海
に
真
っ
赤
に
火
柱
が
立
ち
、
我
が
船
が

や
ら
れ
た
よ
う
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。
バ
ン
と
い
う
地
震
の

よ
う
な
響
き
で
あ
り
、
隣
の
我
々
の
船
の
舳
先
の
船
が
魚
雷
か

何
か
で
轟
沈
し
、
火
柱
が
立
つ
と
そ
の
ま
ま
船
は
跡
形
も
な
く

沈
ん
で
し
ま
っ
た
。

我
が
船
の
甲
板
に
い
た
兵
隊
が
、
飛
ん
で
き
た
破
片
が
当
た

り
即
死
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
兵
隊
が
何
処
の
者
か
は
判
ら
な

か
っ
た
が
、
水
葬
式
が
あ
り
、
可
愛
想
や
ら
恐
ろ
し
い
気
持
ち

が
し
た
。
六
月
二
十
日
頃
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
港
へ
上
陸

を
し
た
。

二
日
後
、
マ
ニ
ラ
市
北
方
向
三
～
四
キ
ロ
の
地
点
の
送
信
所

に
六
人
で
勤
務
に
つ
い
た
。
受
信
所
は
マ
ニ
ラ
市
内
の
本
部
に

あ
り
、

勤
務
地
か
ら
西
方
五

-

六
キ
ロ
に
我
軍
の
飛
行
場
が
あ
っ

た
の
で
九
月
頃
か
ら
朝
食
時
頃
一
回
、
午
後
一
回
、
毎
日
そ
の

市
内
飛
行
場
目
当
て
に
、
米
軍
の
グ
ラ
マ
ン
戦
闘
機
が
来
襲
、

数
日
後
に
は
双
胴
の
ロ
ッ
キ
ー
ド
Ｐ38

が
襲
来
し
た
。
我
が
通

信
所
に
は
爆
弾
は
落
ち
な
か
っ
た
が
、
機
銃
掃
射
を
受
け
、
生

き
た
気
持
ち
は
な
か
っ
た
が
、
通
信
勤
務
に
一
生
懸
命
で
あ
っ



た
。
ま
た
、
元
気
で
勤
め
の
で
き
る
こ
と
は
、
父
母
や
先
祖
の

お
陰
と
思
い
励
ん
で
い
た
の
だ
。

昭
和
十
九
年
十
二
月
十
日
、
我
が
中
隊
百
二
十
人
は
寺
内
元

帥
の
南
方
総
軍
と
共
に
、
海
軍
の
食
糧
艦
「
間
宮
」
に
て
、
海

防
艦
五
隻
に
守
ら
れ
、
同
月
十
三
日
、
仏
印
（
ベ
ト
ナ
ム
）
の

サ
イ
ゴ
ン
港
に
上
陸
し
、
編
成
替
え
に
よ
り
隊
長
以
下
十
二
人

で
南
ベ
ト
ナ
ム
の
ツ
ー
ラ
ン
市
で
勤
務
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

受
信
所
は
市
内
で
、
送
信
所
は
一
キ
ロ
離
れ
た
グ
ラ
ン
ド
に
設

置
し
、
暗
号
班
は
別
に
四
人
一
組
で
、
受
信
所
、
送
信
所
の
交

代
勤
務
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
九
年
十
二
月
の
末
頃
よ
り
、
グ
ラ
マ
ン
、
ロ
ッ
キ
ー

ド
機
に
よ
っ
て
爆
撃
、
銃
撃
、
機
銃
掃
射
を
受
け
る
よ
う
に
な

っ
た
が
、
幸
い
に
我
が
受
信
、
送
信
所
に
は
被
害
は
な
か
っ
た
。

あ
る
日
、
ツ
ー
ラ
ン
市
大
空
襲
と
い
う
情
報
が
入
り
、
宿
舎

の
前
で
朝
洗
面
を
し
て
い
る
と
、
初
年
兵
と
二
人
で
、
爆
音
が

す
る
の
で
空
を
見
上
げ
た
ら
、
ボ
ー
イ
ン
グ
Ｂ17

が
、
鳩
ぐ
ら

い
に
見
え
た
。
二
人
共
「
あ
…
！
」
と
叫
び
、
見
る
と
山
羊
の

糞
み
た
い
な
黒
い
物
を
落
し
て
い
る
。
そ
の
時
「
こ
ら
！
　
防

空
壕
」
と
言
っ
て
飛
び
込
ん
だ
の
と
同
時
に
、
大
音
響
が
し
た
。

受
信
所
の
横
三
～
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
所
の
ツ
ー
ラ
ン
駅
の
構

内
、
線
路
に
四
、
五
十
箇
の
小
型
爆
弾
が
落
ち
た
の
だ
。

海
岸
沿
い
の
砂
地
で
あ
っ
た
た
め
被
害
は
な
く
、
も
し
投
下

目
標
が
違
え
ば
我
々
は
今
日
の
日
は
無
か
っ
た
と
思
う
。
あ
の

高
度
な
の
で
駅
の
線
路
は
大
い
に
被
害
を
受
け
、
身
の
縮
む
思

い
で
あ
り
ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
三
月
六
日
「
明
号
作
戦
」
に
お
い
て
仏
領
イ
ン

ド
シ
ナ
の
フ
ラ
ン
ス
軍
を
制
圧
し
た
の
だ
が
、
そ
の
時
私
は
、

機
材
返
納
で
サ
イ
ゴ
ン
の
本
部
へ
行
く
よ
う
命
ぜ
ら
れ
て
、
日

が
暮
れ
て
一
人
で
貨
車
に
乗
っ
て
い
る
時
、
外
で
は
銃
声
が
し

て
、
汽
車
か
ら
出
ら
れ
ず
宿
舎
に
帰
り
小
隊
長
に
聞
く
と
、

「
フ
ラ
ン
ス
を
制
圧
で
き
た
か
ら
、
そ
の
ま
ま
任
務
を
続
行
せ

よ
」
と
言
わ
れ
、
無
事
機
材
を
本
部
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
、

ツ
ー
ラ
ン
に
復
帰
し
た
。
仏
印
全
部
は
そ
の
後
日
本
軍
に
降
伏

し
、
我
が
軍
が
仏
印
を
統
治
し
て
い
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
も
、
戦
況
は
日
本
に
不
利
と
な
り
、
頻
繁

に
空
襲
を
受
け
、
各
地
に
被
害
が
続
出
し
、
八
月
十
五
日
、
我
々

は
天
皇
陛
下
の
お
言
葉
を
受
信
し
終
戦
を
知
っ
た
。「
日
本
は

負
け
た
の
だ
」
と
思
う
と
残
念
で
あ
る
と
思
っ
た
が
、
こ
れ
で



空
襲
な
ど
の
日
々
の
苦
労
か
ら
逃
げ
ら
れ
る
の
か
と
思
う
と
、

複
雑
な
気
持
ち
で
あ
っ
た
。

数
日
後
か
ら
、
体
力
作
り
の
た
め
、
午
前
中
は
農
耕
作
業
に

従
事
し
、
午
後
は
野
球
、
相
撲
な
ど
で
復
員
の
日
を
待
つ
ば
か

り
で
あ
っ
た
。
九
月
末
に
な
る
と
中
国
兵
が
進
駐
し
武
装
解
除

を
受
け
た
が
、
十
一
月
頃
、
兵
器
そ
の
他
を
中
国
軍
に
引
き
渡

し
、
そ
の
後
は
中
国
兵
監
視
の
日
々
と
な
り
、
こ
の
目
で
敗
戦

の
様
相
を
見
、
敗
残
の
憂
き
身
を
つ
く
づ
く
感
じ
、
残
念
で
た

ま
ら
な
か
っ
た
。

昭
和
二
十
一
年
二
月
頃
、
復
員
の
た
め
、
日
本
軍
全
部
隊
が

ハ
ノ
イ
地
区
に
集
結
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
途
中
各
駅
、
鉄
橋
は
破

壊
さ
れ
、
荷
物
を
貨
車
へ
の
積
み
か
え
な
ど
し
つ
つ
、
十
三
日

ハ
ノ
イ
に
着
き
、
各
中
隊
は
同
じ
場
所
に
独
自
で
鉄
状
網
を
張

り
、
衛
兵
所
を
設
置
し
復
員
の
日
を
待
つ
こ
と
二
ヵ
月
。
そ
の

間
、
我
が
身
体
は
衰
弱
し
て
こ
れ
か
ら
の
生
活
、
内
地
の
状
況

等
を
心
配
し
、
精
神
的
に
も
苦
し
い
日
で
あ
っ
た
。

四
月
十
一
日
頃
、
南
ベ
ト
ナ
ム
の
ハ
イ
フ
ォ
ン
港
よ
り
引
揚

船
に
て
出
帆
。
十
一
日
ぐ
ら
い
の
日
時
を
要
し
て
、
故
国
日
本

の
風
景
を
目
の
あ
た
り
に
見
、
感
激
と
喜
び
に
戦
友
同
士
手
を

握
り
合
い
な
が
ら
船
内
で
の
厳
し
く
も
楽
し
く
も
敗
戦
を
つ
く

づ
く
感
じ
つ
つ
名
古
屋
港
に
着
岸
し
た
。
検
疫
、
消
毒
を
受
け

一
泊
し
、
汽
車
賃
五
〇
〇
円
を
も
ら
っ
た
が
、
戦
友
と
の
別
れ

が
つ
ら
く
、
ま
た
逢
う
日
を
誓
い
な
が
ら
、
各
々
が
故
郷
へ
と

分
れ
分
れ
に
な
っ
て
帰
っ
た
。

途
中
の
駅
で
軍
人
会
に
迎
え
ら
れ
列
車
内
で
は
「
兵
隊
さ
ん

ご
苦
労
さ
ん
お
帰
り
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
胸
が
熱
く
な
る
の
を

感
じ
な
が
ら
、
九
州
へ
と
満
員
列
車
の
旅
を
続
け
た
。

我
が
家
に
着
く
と
、
祖
父
、
父
母
、
兄
弟
が
非
常
に
喜
ん
で
、

復
員
を
祝
っ
て
く
れ
た
。
初
め
に
言
っ
た
と
お
り
私
は
橋
川
家

の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
祖
父
、
父
母
、
男
四
人
、
女
三
人
の

十
人
家
族
だ
っ
た
が
、
復
員
後
は
住
友
金
属
小
倉
製
作
所
に
勤

務
し
、
昭
和
五
十
一
年
退
職
は
し
た
が
、
現
在
で
も
元
気
で
働

け
る
と
い
う
こ
と
は
皆
様
方
の
お
陰
と
、
感
謝
し
つ
つ
頑
張
っ

て
い
る
。

【
解

説
】

陸
軍
船
舶
部
隊
は
一
般
に
は
暁
部
隊
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
が
、
大
本
営
直
轄
の
船
舶
司
令
部
の
隷
下
諸
部
隊



で
あ
る
。

終
戦
時
の
船
舶
司
令
官
は
陸
軍
中
将
佐
伯
文
郎
で
あ
り
、
橋

川
篤
美
氏
が
再
召
集
さ
れ
た
昭
和
十
八
年
六
月
時
に
は
陸
軍
中

将
鈴
木
宗
作
で
あ
っ
た
。

船
舶
司
令
部
は
昭
和
十
七
年
七
月
七
日
軍
令
陸
甲
第
五
十
二

号
に
よ
り
船
舶
輸
送
司
令
部
を
復
帰
さ
せ
新
た
に
編
成
さ
れ
、

船
舶
司
令
官
は
七
月
十
四
日
大
陸
令
第
六
百
五
十
九
号
を
も
っ

て
参
謀
総
長
に
隷
属
し
た
。
船
舶
部
隊
の
大
部
は
作
戦
軍
に
配

属
さ
れ
、
そ
の
指
揮
下
に
あ
っ
て
作
戦
に
従
事
し
た
の
で
あ
る
。

船
舶
輸
送
司
令
部
司
令
官
は
、
昭
和
十
五
年
九
月
二
十
八
日

佐
伯
文
郎
中
将
で
あ
っ
た
。
そ
の
当
時
の
船
舶
通
信
連
隊
長
は

昭
和
十
六
年
八
月
五
日
、
陸
軍
中
佐
日
山
千
里
で
あ
る
。

大
東
亜
戦
争
開
始
時
の
船
舶
輸
送
司
令
部
は
前
記
の
ご
と
く

大
本
営
、
参
謀
総
長
直
属
隷
下
で
あ
り
、
そ
の
隷
下
に
は
、
中

支
那
船
舶
隊
、
第
一
、
第
二
揚
陸
団
が
あ
り
、
通
信
連
隊
は
、

勿
論
南
方
軍
に
も
無
か
っ
た
。
し
か
し
、
昭
和
十
七
年
に
は
船

舶
固
定
通
信
連
隊
は
船
舶
司
令
部
隷
下
に
あ
る
。

そ
の
後
、
南
方
軍
通
信
隊
編
合
が
あ
り
、
南
方
軍
通
信
隊
司

令
部
が
お
か
れ
、
第
一
通
信
隊
、
第
二
通
信
隊
、
第
三
通
信
隊
、

第
四
通
信
隊
及
び
第
一
通
信
隊
本
部
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
こ

れ
と
は
別
に
、
船
舶
通
信
連
隊
は
南
方
軍
隷
下
の
下
藤
木
茂
夫

大
佐
が
連
隊
長
と
な
っ
て
い
る（
昭
和
十
九
年
二
月
二
十
六
日
）

。

通
信
関
係
部
隊
は
、
内
地
・
門
司
の
第
一
船
舶
輸
送
司
令
部
、

昭
和
十
八
年
八
月
司
令
官
田
辺
助
友
少
将
の
隷
下
に
船
舶
通
信

第
二
大
隊
、
上
海
の
第
二
船
舶
輸
送
司
令
官
伊
藤
忍
少
将
の
隷

下
に
船
舶
第
四
大
隊
。
マ
ニ
ラ
の
第
三
船
舶
輸
送
司
令
官
稲
田

正
純
少
将
隷
下
に
、

藤
木
武
夫
連
隊
長
の
船
舶
通
信
連
隊
が
あ
っ

た
。
第
三
船
舶
輸
送
部
司
令
官
は
、
昭
和
二
十
年
四
月
、
渡
辺

三
郎
少
将
と
な
る
も
、
船
舶
通
信
連
隊
長
は
藤
木
武
夫
大
佐
で

あ
っ
た
。

昭
和
十
九
年
十
二
月
の
船
舶
司
令
官
の
隷
下
は
船
舶
司
令
部
、

教
育
船
舶
兵
団
、
船
舶
砲
兵
団
、
第
一
船
舶
輸
送
隊
、
第
二
船

舶
輸
送
隊
、
第
三
船
舶
輸
送
隊
（
第
十
二
・
第
十
三
船
舶
団
）

、

第
五
船
舶
輸
送
隊
、
船
舶
衛
生
隊
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
、
終
戦
時
の
第
三
船
舶
輸
送
隊
は
南
方
軍

直
轄
で
あ
り
、
船
舶
通
信
連
隊
（
暁
第
二
九
五
五
部
隊
）
は
当

然
南
方
軍
の
隷
下
で
終
戦
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。
昭
和
二
十
年

八
月
終
戦
時
の
大
本
営
直
轄
、
参
謀
総
長
隷
も
と
の
船
舶
部
隊



は
、
船
舶
司
令
官
の
も
と
、
教
育
船
舶
兵
団
、
船
舶
砲
兵
団
、

第
一
、
第
五
船
舶
輸
送
隊
、
東
京
船
舶
隊
、
第
十
四
・
第
十

五
・
第
十
六
船
舶
団
、
船
舶
衛
生
隊
で
あ
る
。
第
二
船
舶
輸
送

隊
は
支
那
派
遣
軍
総
司
令
部
の
隷
下
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
通
信
関
係
諸
部
隊
の
終
戦
時
の
数
は
、

船
舶
通
信
連
隊
　
一
、
船
舶
固
定
通
信
連
隊
　
一
、

船
舶
通
信
大
隊
　
六

（
第
一
・
第
二
・
第
三
・
第
四
・
第
五
・
第
六
）

、

船
舶
通
信
補
充
隊
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
る
。

第
三
船
舶
輸
送
司
令
部
（
暁
第
二
九
四
四
）
は
昭
南
（
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
）
に
あ
っ
た
が
、
同
司
令
部
の
支
部
は
次
で
あ
る
。

ボ
ル
ネ
オ
支
部
　
第
七
〇
碇
泊
場
司
令
部
、

馬
来
支
部
昭
南
、
南
ス
マ
ト
ラ
支
部
　
パ
レ
ン
バ
ン
、

ジ
ャ
ワ
支
部
　
ス
ラ
バ
ヤ
、
ビ
ル
マ
支
部
　
マ
ン
ダ
レ
ー
、

マ
ニ
ラ
支
部
　
ル
ソ
ン
島
北
部
、

セ
ブ
支
部
　
レ
イ
テ
・
ネ
グ
ロ
ス
・
セ
ブ
・
パ
ナ
イ
、

パ
ラ
オ
支
部
　
パ
ラ
オ
、

泰
支
部
・
バ
ン
コ
ク
第
一
支
部
　
マ
ル
メ
ラ
、

同
　
　
　
　
第
二
支
部
　
ビ
マ
、

同
　
　
　
　
第
三
支
部
　
ビ
ー
ト
ン

こ
の
よ
う
に
陸
軍
船
舶
部
隊
、
所
謂
「
暁
部
隊
」
は
現
地
軍

の
指
揮
下
に
あ
っ
て
下
積
み
の
任
務
に
つ
き
、
軍
人
は
勿
論
、

雇
傭
人
軍
属
等
多
種
の
専
門
職
を
も
つ
者
、
あ
る
い
は
単
な
る
、

徴
用
軍
属
者
を
隷
下
、
指
揮
下
に
し
て
戦
っ
た
。
し
か
も
、
兵

力
も
装
備
も
充
分
で
な
い
た
め
、
空
・
海
か
ら
の
敵
の
攻
撃
に

対
し
抗
戦
力
少
な
く
、
こ
れ
に
比
例
し
て
多
数
の
犠
牲
者
を
出

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
各
隊
、
各
船
舶
の
連
絡
、
命
令
下
達
、
報

告
受
理
を
す
る
の
が
船
舶
通
信
連
隊
及
び
そ
の
隷
下
の
諸
隊
で

あ
っ
た
。
橋
川
氏
の
通
信
連
隊
は
南
方
軍
の
指
揮
下
に
あ
り
、

末
期
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ル
ソ
ン
島
マ
ニ
ラ
か
ら
、
仏
領
印
度
サ
イ

ゴ
ン
へ
と
転
出
で
き
、
南
方
軍
の
船
舶
輸
送
の
通
信
と
い
う
重

要
な
任
務
を
負
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
し
、
ル
ソ
ン
に

留
ま
っ
た
な
ら
、
第
十
四
方
面
軍
、
山
下
将
軍
の
下
で
銃
を
執
っ

て
戦
う
羽
目
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
マ
ニ
ラ
～
サ
イ
ゴ
ン
間
に
乗
船
し
た
軍
艦
「
間
宮
」
に

つ
き
概
説
を
す
る
。



「
間
宮
」
は
特
務
艦
で
あ
り
給
糧
艦
で
あ
る
。
同
型
は
「
間

宮
」
の
み
一
隻
。

完
成
　
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
年
）

排
水
量
一
五
八
二
〇
ト
ン
、
長
さ
一
四
四
・
七
八
メ
ー
ト
ル

幅
一
八
五
九
メ
ー
ト
ル
、
平
均
吃
水
八
・
四
三
メ
ー
ト
ル

機
関
出
力
一
万
馬
力
、
速
力
一
四
ノ
ッ
ト
、

乗
員
二
八
三
人

大
正
十
二
年
度
　
計
画
、
製
造
　
川
崎
造
船
所

大
正
十
一
年
十
月
　
起
工
、
大
正
十
二
年
十
月
　
進
水

大
正
十
三
年
七
月
　
竣
工

昭
和
十
二
年
～
十
三
年
　
支
那
事
変
従
事

昭
和
十
六
年
～
十
九
年
　
第
二
次
大
戦
大
戦

ト
ラ
ッ
ク
・
パ
ラ
オ
・
比
島
へ
糧
食
補
給
任
務

昭
和
十
九
年
五
月
六
日
　
五
島
列
島
南
西
に
て
米
潜
水
艦
の

雷
撃
で
損
傷
、
佐
世
保
工
廠
で
修
理

昭
和
十
九
年
十
二
月
二
十
日
　
サ
イ
ゴ
ン
か
ら
比
島
方
面
に

補
給
途
中
、
南
支
那
海
東
沙
島
西
方
で
米
潜
水
艦
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｌ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
号
の
雷
撃
を
受
け
沈
没

な
お
、
旧
海
軍
恩
給
加
算
調
書
に
よ
れ
ば
次
で
あ
る
。

大
正
十
四
年
三
月
二
十
八
日
　
佐
世
保
～
旅
順
、
以
後
青
島
・

廈
門
・
舟
山
島
・
秦
皇
島
・
南
洋
群
島
・
青
島
・
馬
鞍
群

島
等
に
て
外
国
鎮
戊
、
支
那
事
変
・
遠
洋
航
海
等

昭
和
十
二
年
八
月
十
九
日
～
中
支
・
北
支
・
南
支
等
戦
務

昭
和
十
六
年
十
二
月
十
二
日
～
戦
地
戦
務
（
殆
ど
戦
務
甲
）

～
昭
和
十
九
年
十
二
月
二
十
日
　
沈
没

昭
和
二
十
年
二
月
十
日
　
除
籍

給
糧
・
運
送
（
雑
用
）
艦
の
主
な
も
の
は
、
ほ
か
に
「
伊
良

湖
」「
野
崎
」「
杵
埼
」「
早
埼
」「
白
埼
」「
荒
埼
」「
鞍
埼
」

「
二
代
宗
谷
」
が
あ
っ
た
。




